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表紙 小椋勇記夫 (S32)

明治27年竣工した道後温泉本館は「魏魏たる三層楼あり」とその美しさを伝えられ、人々の心に残る施設
として永い歴史を刻んできた。湯屋の独特の匂いやぬくさがいつまでも故郷の強い想い出となり、誇らしく
さえある。

老朽化してきて寸分違わずリメイクされるそうだが、その日が待ち遠しい。

(小椋勇記夫 記)
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